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例えば女性、小中学生も含めて、どの部分まで

かかわれるかという、そういった境目もあるわ

けですし、そういった課題を含めながら、今後、

機会あるごとに、その関係者で話し合いをしな

がら進めていただいて、後々そういったツアー

が組めればよいかなというふうに今後期待して

るところであります。今すぐどうのこうのとい

うことはできないかもしれませんけども、せっ

かくアルカディア観光局もできたわけですし、

地域の方々と密にしながら、今後進めていただ

ければなというふうにお願い申し上げたいと思

います。 

 最後のコミュニティセンターについてであり

ますけども、６月の議会の後、早速会議を開い

ていただいたわけでありますけども、やはり年

に何回かはそういった会議を開いていただいて、

直接職員の話を聞いたりしながら、課題解決に

向けて今後も取り組んでいただきたいというふ

うに思っております。 

 コミセンはさまざまな分野に今度かかわって

いるわけでありますけども、先ほど課長からも

答弁ありましたように、住民の方の力をいかに

活用するか、協力を得るか、それによってコミ

センの活動がうまくいくかいかないかの一つの

定めというか、そういった部分もあるかと思い

ますので、今後とも各コミセンのほうに力を入

れていただいて、それぞれ特徴ある行動ができ

るように、ご協力のほどよろしくお願い申し上

げたいと思います。 

 私のほうからは以上で質問を終わります。あ

りがとうございました。 

○平 進介議長 ここで昼食のため暫時休憩いた

します。再開は午後１時といたします。 

 

 

   午前１１時５６分 休憩 

   午後 １時００分 再開 

 

 

○平 進介議長 休憩前に復し、午前に引き続き

会議を再開いたします。 

 市政一般に関する質問を続行いたします。 

 

 

 梅津善之議員の質問 

 

 

○平 進介議長 順位８番、議席番号12番、梅津

善之議員。 

○１２番 梅津善之議員 一般質問２日目、午後

一番ということで、お疲れのところ、しばらく

お願いしたいと思います。 

 私からは、教育のこれからについてというこ

とと、農業振興についてと２点でございますの

で、明確なご答弁をいただければありがたいな

と思っております。 

 まず初めに、まず教育改革ということで、来

年度から新しく、文部科学省が新学習指導要領

に基づいて新しい教育が始まろうとしておりま

す。もちろん長井市でも、もはや実践している

ところもあったり、先取りをして小学校、中学

校で実践なされているということが多々あるか

と思いますし、教育ぐらいこれからの日本、も

ちろん長井市にとっても大切なことはないと思

っておりますので、ぜひ明確な答弁をいただき

たいと思います。 

 まず初めに、学校教育課長にお伺いします。

新学習指導要領に来年度からなる英語教育の充

実並びにプログラミング教育というのがありま

す。もちろん長井市でも実践されている取り組

みでもあると思いますし、大きく変わることが

このことだということにクローズアップされて

おります。このことの中身について、１番と２

番、これまとめて学校教育課長、お願いしたい

と思います。 

○平 進介議長 竹田 洋学校教育課長。 
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○竹田 洋学校教育課長 それでは、新学習指導

要領の中でも英語教育の充実の部分と、あわせ

てプログラミング教育の部分とについてお答え

いたします。 

 来年度から完全実施となる新学習指導要領で

は、小学校の５年生、６年生において、教科と

しての外国語、英語が年間70時間ということで、

時間割りでいうと週に２回、３、４年生では外

国語活動として年間35時間、週の時間割りにす

ると週に１回実施されます。 

 ３、４年生では、英語を聞くこと、英語でや

りとりすること、英語で発表すること、５、６

年生では、これに加え、英語を読むこと、そし

て英語を書くことが加わります。小学校では単

語のレベルで600から700語程度の語を扱うとい

うふうに変わっていきます。 

 ３、４年生においては、外国語になれ親しみ、

外国語への動機づけを高めるために聞いたり話

したりする活動を中心に、そして５、６年生に

おいては、自分の考えや気持ちを聞き手を意識

しながら伝えようとするコミュニケーション活

動を中心に、定着を目指していくということが

新指導要領に示されております。 

 続きまして、プログラミング教育に関してお

答えいたします。 

 小学校におけるプログラミング教育の狙いは

３つございます。１つ目は、プログラミング的

思考を育むこと、２つ目は、コンピューターな

どを上手に活用して身近な問題を解決したり、

よりよい社会を築こうとする態度を育むこと、

３つ目は、各教科等の学びをコンピューターを

活用することにより、より確実なものにするこ

とです。この３つの狙いを達成するためには、

児童がプログラミングに取り組んだり、コンピ

ューターを活用したりすることの楽しさやおも

しろさと、コンピューターを使って物事をなし

遂げたという達成感を味わわせることが大切と

なります。 

 具体的に学習指導要領の中では、小学校では

５年生の算数の正多角形の学習、６年生の電気

の性質の学習、そしてリズムやパターンを組み

合わせて音楽をつくる学習、そして都道府県の

特徴を合わせて47都道府県を見つけたりする学

習を行うことが、文部科学省のほうで指導要領

の中で提示されています。ただ、これらについ

ては、何時間行わなければならないという時間

数は示されておりませんので、各学校での工夫

に、ここはかかっている形になります。 

 なお、本市では、情報推進員が８つの学校を

回りプログラミング学習を行うための環境を整

えたり、授業づくりの相談を受け、一緒に授業

に取り組んだりと、先ほど議員もおっしゃいま

したが、先取りをして取り組んでいる部分もご

ざいます。 

○平 進介議長 12番、梅津善之議員。 

○１２番 梅津善之議員 まず、英語教育なんで

すけども、実は高校１年生の進学校に入学され

た親御さんにすごく感謝されました。その進学

校、今は探求科っていうのがあるんですかね、

そこで自分のお子様が学習してるということで、

さまざまな発表が全て英語だそうです。そんな

ことも私は全然知らないで、長井市にはＡＬＴ

が各校に全部配置されている、さらには英検を

取るときの補助も長井市でしているという。子

供がその学校に進学して英語で発表する、進学

校ですのでもちろん優秀なお子さんがいらっし

ゃる中で、物おじせず発表できてるというのを

子供に言われた、親としては本当にありがたか

ったなということで、この前、親御さんと会っ

てしみじみと言われました。私たちが学んでた

英語とは全く違う時代に入ってるんだななんて

いうことと、さらには海外の方が日本にお見え

になって仕事をしているような時代です。やっ

ぱり英語教育というのはすごく大事なもんだな

ということを私もしみじみ実感したんですが、

事、私は全く英語はだめでありまして、非常に
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苦労した思いしかございませんので、今の環境

という、常にＡＬＴが校内にいるということは、

子供たちにとってはすごくありがたいことなん

だなということをしみじみ感じたところであり

ます。 

 さらに、そのプログラミング教育です。それ

も私はすごく興味がありまして、本当に昔の話、

まだウィンドウズがない時代は、まだＭＳ－Ｄ

ＯＳでゼロと１の計算で、こんなのどこがコン

ピューターかなと思いながら悩んでできなかっ

た自分がいたわけですけども、子供のうちから

こういう教育ができる、そういう教えてもらえ

るなんていうことはすごく子供にとってもあり

がたいもんだなと思っておりますし、これは時

代の流れという言葉では一掃できないんでしょ

うけども、それも小さいころから触れて学んで

いけるということはありがたいなと思います。 

 ただ、すごく心配なのは、学校教育課長がお

っしゃってましたが、これを先生方が教えると

なると、なかなか大変でないかなという話があ

ると思います。確かに担当の先生が６校をまわ

って教えてらっしゃるということでありますけ

ども、まず先生方のほうが私、わかんないと思

うんだよねという心配があって、それをどうい

うふうにしてかみ砕いて具体的に指導なさるつ

もりか、もうちょっとかみ砕いて学校教育課長、

教えていただきたいんですけど。 

○平 進介議長 竹田 洋学校教育課長。 

○竹田 洋学校教育課長 お答えいたします。 

 まず最初に、英語ですけれども、先ほど議員

のほうからもお話ありましたとおり、長井市に

はＡＬＴを１校に１人ということの配置をさせ

ていただいております。もちろん英語の授業は

担任の先生が持つことが原則になりますけれど

も、長井市内ではＡＬＴを週に１度、金曜日、

教育委員会のほうに集めて、ＡＬＴコーディネ

ーターとして活躍いただいておりますカリーナ

先生のほうから、それぞれのＡＬＴに授業の進

度、授業のやり方などの研修を毎週していただ

いております。そして、それをもとに各学校に

行って、各学校で担任の先生と打ち合わせをし

ていただいた上で授業を進めるという形を今と

っております。 

 このようなことで、いわゆる学校間のふちが

ないように、そして子供たちにそれぞれの学校

で寄り添った授業ができるようにという工夫を

今進めているところです。 

 ２つ目のプログラミング教育についてですが、

本年、致芳小学校をプログラミング教育の先進

研究指定校ということで、４月から先行の研究

をしていただいております。既に授業の公開を

していただいたり、それぞれのプログラミング

教育で課題になる部分、先生方が困る部分など

については、こちらのほうにレポートを上げて

いただいておりまして、これをもとに来年度の

プログラミング教育を進めていこうということ

で、指導主事を中心に、研究と先生方の勉強の

ほうを進めているところです。先ほどありまし

たＩＣＴ支援員のほうも、これらに深くかかわ

っていただいて、来年度への準備ということで、

先生方の負担の軽減も含めて進めさせていただ

いております。 

○平 進介議長 12番、梅津善之議員。 

○１２番 梅津善之議員 専門の方がそれぞれい

らっしゃって、一生懸命ご指導していただいて

いるところだと思いますけども、やっぱり心配

されるのは、働き方改革と言われながら、先生

方の教育に関する、学校で授業する時間もそう

ですけども、どうしてもそういう時間帯が多く

なって、先生の負担が多くなるんではないかな

というのが危惧されます。 

 英語教育やプログラミング教育がふえるとい

うことで、全体的な授業の時間数が多くなるこ

とがすごく心配されるんですが、その辺は学校

教育課長はどのようにお考えでしょうか。 

○平 進介議長 竹田 洋学校教育課長。 
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○竹田 洋学校教育課長 お答えいたします。 

 新学習指導要領ですけれども、中学校におい

ては年間の授業時数の増は特にございませんが、

小学校においては、先ほどお示しというか、お

話ししたとおり、文部科学省が定めております

標準時数において英語が入ってくることで、小

学校３年生から６年生までの年間授業時数がそ

れぞれ各学年において35時間、単純に１週間の

時間割りに置きかえると、１時間ずつふえるこ

ととなります。 

○平 進介議長 12番、梅津善之議員。 

○１２番 梅津善之議員 １時間ずつふえる、単

純に置きかえるとというお話でございました。

これはあしたの内谷議員の質問にも多分関連し

てくると思いますけども、詳しくはあした、内

谷議員にぎりっとやっていただきたいんですけ

ども、もちろん生徒もそうでしょうけども、先

生方の負担が大きくなるということと毎日の時

間割りが窮屈になって、週６時間の授業がふえ

ざるを得ない状況が生じてくるように思われま

す。 

 文教常任委員会で研修した守谷市では、今私

の資料の裏面についてる資料なんですけども、

時間数がふえる中で、さまざまな工夫をしなが

ら時間割りを組んで、できるだけ先生方に５時

間授業で日々の授業が終わるような努力をして

いるという話を伺ってきました。もちろんこれ

は市の教育長が先頭に立って、いろんな夏休み

を削るとか、行事を簡素化するとかっていうこ

とで時間を工夫してつくっているという話でご

ざいました。 

 先生方の負担や生徒の負担、多くなる心配と

あわせて先生方の働き方改革ということで、ブ

ラックな仕事だなんて言われながらも、誇りを

持って一生懸命やってる先生方が時間に余裕を

持って生徒の指導に当たれるような工夫が必要

だと思いますけども、この辺は学校教育課長は

どのようにお考えでしょうか。 

○平 進介議長 竹田 洋学校教育課長。 

○竹田 洋学校教育課長 ご質問ありがとうござ

います。２つありました。１つは先生方と生徒

の負担が多くなるのではということと、あと時

間割りが窮屈になって先生方に負担がかかるの

ではないかということで、続けてご回答させて

いただきます。 

 先ほどお話ししましたとおり、中学校におい

て総時数は変わりませんので、これまで同様の

教育活動という形になるのではないかと考えて

おります。ただ、小学校の３年生以上において、

１週間の授業時数が１こま単純に考えるとふえ

ることが考えられるということで、この部分に

ついては、やはり負担というふうな形で捉える

ことができるのかなと思います。 

 また、新しく入ってくるプログラミング教育、

ただ、そのほかにも、いわゆる防災教育、人権

教育、消費者教育など、社会の要請から求めら

れる新しい教育についても新指導要領に示され、

それについても対応していかなければならない

という部分が入ってきております。 

 中学校においては、部活動支援員の配置によ

る先生方の負担軽減というようなことが進んで

おります。小学校においては、スクールサポー

トスタッフの配置であったり、また、学校教育

支援員なども配置させていただいて、より先生

方に寄り添った業務軽減や負担軽減などが図ら

れておりますが、まだまだやはり十分であると

は言えないというふうに考えております。 

 子供たちが安心して学校生活が送れて学校が

楽しいと思えるように、やはり一人一人の子供

たちの力を存分に発揮させ、伸ばすことができ

るようにということで、教育委員会のほうとし

てもいろいろと何ができるか引き続き考えてま

いりたいと思っております。 

 そして、先ほどの時間割りの窮屈というとこ

ろですけれども、授業日数、時間割りの編成と

いうことで、来年度に向けてやはり課題が出て
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くるものと考えられます。議員のほうからもお

話がありましたが、夏休みや学校行事などのそ

ういうふうな行事、時間の使い方について、統

合できる部分、または精選できる部分、これら

をさらに進めて、子供たちが学習に向かう時間

を確保する。そして、先生方が子供たちとかか

わる時間を確保する。このようなことを工夫し

ていく必要があると思います。 

 具体的には、朝の時間の活動やモジュールと

呼ばれるいわゆる15分や10分刻みの時間をしっ

かりと見直して、そして狙いを明確にして授業

に組み入れていったり、また、子供たちがゆと

りを持って生活できるよう、先ほどありました

５時間授業などをどのように創出していくかと

いう教育課程編成の工夫を進めているところで

す。 

 なお、学校にはさまざまな外部機関からさま

ざまな要望、依頼等がどんどん入ってまいりま

す。いろいろな応募作品を出してくださいとか、

このような教育を進めてはいかがでしょうかと

いう提案もたくさんいただいておりますが、こ

のような学校の実情をご理解いただいて、少し

でも子供たちがゆとりを持って学校生活を送る

ことができるよう、外部機関とも連携して協力

をお願いしているところでございます。 

○平 進介議長 12番、梅津善之議員。 

○１２番 梅津善之議員 ぜひ検討なされて、子

供たちも先生方も余裕を持った教育ができるよ

うな環境を整えていただければありがたいもの

だなと思っております。 

 では、次に移ります。 

 先日行われました学校研究発表会に教育長か

ら９月議会でぜひ来てほしいということで、11

月15日に長井南中学校であった学校研究発表会

に私と勝見議員と参加させていただきました。

３年生の国語や数学、そして美術ですか、１年

生の英語、２年生の道徳教育ということで、最

後の研究会までは私ちょっと時間の都合で参加

できなかったものですから、学校の先生方が新

しい教育に向けてさらに努力されてる姿、ここ

に書いておりますが、思いや考え方を伝え合い、

主体的に課題解決を目指す生徒の育成というこ

とで、取り組まれている姿の一端を拝見させて

いただきました。 

 教育という一つのことに先生方がこういう多

様化時代に子供たちをどういうふうに導いてい

けるかということを、それぞれ悩みながら研究

している姿を拝見させていただきましたし、多

くの先生方が子供一人一人に注目しながら、そ

の後の研究会に臨んでおられました。私たちが

小さいころとは随分変わったなと思うことが一

つと、教育現場で議論されているさまざまなこ

とを１限の授業で全て解決できるなんて私は思

っておりませんけども、先生方が学んださまざ

まなことであったり、目指す生徒の姿、学校も

含めてどのようなことがあったか教育長にお尋

ねしたいと思います。 

○平 進介議長 土屋正人教育長。 

○土屋正人教育長 梅津議員のご質問にお答えし

ます。 

 まず、11月15日に長井南中学校を会場にした

学校研究発表会、今ありましたように、梅津議

員、そして勝見議員に出席いただきまして、本

当にありがとうございました。教師の姿ですと

か生徒の学びの姿ですとか、それから生徒と教

師でつくっている校風等などを感じていただい

たかなというふうに存じております。今後とも

気軽に学校に行っていただいて、感じたことな

どをご指導いただければ幸いだなというふうに

思います。今、開かれた学校ということで、ど

の学校もいつでも来てくださいというふうな姿

勢で受け入れておりますので、そのようなこと

も受け入れていただければありがたいなという

ふうに思っております。 

 さて、まず、長井南中学校の進めている学校

研究についても少しご説明を申し上げたいとい
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うふうに思います。本校においては、平成27年

度から山形県が進める探求型学習推進プロジェ

クト事業推進協力校として文部科学省が求めて

いる主体的、協働的で深い学びの実現に向けて、

知識、技能と学び方をバランスよく習得させな

がら、課題を解決するための必要な思考力、判

断力、表現力等、そして探求する力、その育成

を目指して授業改善に取り組んでおります。も

う５年目になりました。 

 探求型の授業については、毎日行われている

ということではありません。教科ですと年に１

回から２回、単元を組んで、その中で生徒が課

題を見つけて、それを解決するために情報を集

めたり、仲間と一緒に分析して課題を解決する

学習というのを意図的に設定して取り組んでお

ります。この間の授業は教科の授業については

その一端というふうにご理解いただければとい

うふうに思います。 

 それから、修学旅行で大田区の蒲田駅西口で

開催されているだがしや楽校、これについては、

それぞれの教科の枠を超えた学習として探求型

学習の非常に大きな柱として位置づけていると

ころです。これらは11月15日、市内の全教職員

に公開したところです。 

 さて、今の議員からご質問ありました子供た

ちにどうつながっているのか、学びにつながっ

ているのか、育成につながっているのかという

趣旨のご質問だというふうに思いますが、私が

感じられた２つの姿は、非常に日常のこういっ

た学習が生きているなと思ったことがあります

ので、これをご紹介してお答えにかえさせてい

ただきたいというふうに思います。 

 １つは、11月30日に行われた企業体験ワーク

ショップ、この中の南北中学校の生徒の姿です。

それからもう一つは、きのうなんですけども、

長井「小さな親切」の会の集いで紹介された生

徒の姿なのです。 

 １つ目の企業体験ワークショップですけども、

これらに与えられた課題ですけども、甚大災害

に遭ったときに住民を助ける製品を起案して製

品を完成させるまでの必要経費、それから含め

た予算、収入、売れるための工夫をプランにし

て実際の銀行員に融資をお願いして製品をつく

り販売すると。これが１日の中の一連した活動

になっております。南北中それぞれでなくて南

中と北中の生徒が一緒になって一つのグループ

をつくって、３つの班だったというふうに思い

ますけども、５つでしょうか、班だったと思い

ますが、その中で学んでいるところでした。求

められた課題に対して知恵を出し合いながら話

し合ってこれを進め、提案して改善を図り製品

をつくり販売し振り返るというふうなことです

けども、これ考えてみますと一連の地域づくり

での若者同士の話し合いですとか、それから会

社に行ったときのそういった仲間をつくる、チ

ームをつくってのものですとか、そういったも

のに対して非常に貴重な力になるなというふう

に思っておりましたけども、この子供たちの姿

を見てますと、いわゆる北中のあやめんご、そ

れから南中のだがしや楽校との学び、さらに教

科で進める探求型の学習が非常に生きてるなと

いうふうに実感しました。１日でここまで仕上

げるっていうのは非常に難しいことなのです。

これができているっていうのは、やっぱり今ま

での長井市で進められている探求型学習、これ

の学習の一つのあらわれだなというふうに思っ

たところです。 

 それから、２つ目ですけども、きのうの「小

さな親切」の会の集いでこんな紹介がありまし

た。中学生がグランパリス前で道に迷っていた

外国人の人に、英語を交えて手ぶり身ぶりで必

死に道案内したら、行き先がわかってくれたと。

外国人からはサンキューでなくて日本語であり

がとうと言われて感謝したというふうなことで

した。このような姿というのは、もちろん数値

でははかることができませんけども、一つの学
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びの成果として長井市が取り組んでいる英語活

動ですとか、そういうところがやはり生きて働

いているんだなと、私、手前みそですけども、

そういうふうに感じているところでございます。 

○平 進介議長 12番、梅津善之議員。 

○１２番 梅津善之議員 非常に大切なことです

よね。点数、見える形の教育から見えない子供

たちが将来生きてくための教育に変わろうとし

てる一端の姿ではないかなと私も思いますし、

ぜひ力強くそれを進めていただきたいと思いま

すし、どうしてもすごく心配されるのは先生方

でもそれを当たり前と思うかどうかは別にして、

なかなかそういう教育を学校の中でしていくと

いうのを難しく捉えられていらっしゃる先生が

いるかどうか、またそれを何とか子供たちに伝

えようと変わろうとしている先生方の姿であっ

たりとか、さまざまな先生方がいらっしゃるよ

うな気がします。もちろん若い先生から熟練の

ベテランの先生までそれぞれのお考えがあると

思います。先生方同士でもそういうことを話し

合ったり、子供のために将来生きていける力を

つけるためには何ぞやということを姿として話

し合うことが大切ではないかなと私は思うんで

す。そのことについて、学校研究会で行われて、

先生方も一つ一つの授業の中でいろんな話が出

たとは思います。そういうことも含めて教育長

はどういうふうに考えていらっしゃるかお聞き

したいと思います。 

○平 進介議長 土屋正人教育長。 

○土屋正人教育長 お答えいたします。 

 まず、今の授業ですけれども、これは文部科

学省でも非常に強く打ち出しておりますが、一

つは授業感の転換、これはかなり大きなことだ

というふうに思います。特に経験値で私たち成

長してきたというふうに思いますが、ある意味

ではこの経験値を全部捨てて、捨ててというか、

全く別な発想でしなければいけないというふう

なことだと思います。 

 せっかくですので、どういう授業なのかとい

うふうなことで、先ほどお話のあった道徳の授

業で一端をちょっとご紹介したいのですけども、

こんなテーマです。ある人が家族が危篤にあっ

て一刻も早く病院に行かなければならない。そ

の中で、運転したときにスピード違反で検挙さ

れてしまったというふうな状況なんです。あな

た方はどう考えますかっていう授業なんです。

子供たちからは、いや、当然決まりなんだから

守るべきだべと。それから、そんな自分の肉親

が今死んでしまうというときに、そんなの守る

というよりは、それを犯してでも間に合わせる

のが本当だろうというふうなこと。いや、ちょ

っとわからないと、いろんな意見が出てきまし

た。大事なことは、その後の子供たちから究極

的に一体決まりって何なんだろうかと。私たち

が守ってる決まりって何のためにあるんだろう

か。そこまでいって話し合い進めたわけであり

ますけども、授業の進め方は、勝見議員からは、

私はこうしたいと思うというようなお話もいた

だいたんですが、ちょっと私はもうちょっと別

な考えがあったりということで、実はこの授業

に答えがないんです。それが一番大事なところ

なんですけども、そういった投げかけをこれは

実は子供たちだけではなくて、こういう授業を

先生方に提示しているというふうなことが今回

の大きな狙いでありました。したがって、事後

研の中でも先生方も当然これ結論ないわけです

から、私の価値観としてはこう思うとか、だっ

たらこういうふうにすべきじゃないかというふ

うな意味で、闘わせ合いながら進められたとこ

ろです。 

 授業提案ですとか教師の話し合いの後、早稲

田大学の小林宏己先生からの講演と一連の活動

がありましたけども、今までの発想を転換しな

がら子供を中心にして学びを見取っていくとい

うふうな、このことについては非常に大事な提

言を行われたかなというふうに思いますし、こ
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れからの授業というのはそういうのが一つの大

事な柱として進めなければいけませんので、先

生方の研修会ですとか、それから長井市教育研

修所の研修がありますので、その折にさまざま

な方からもおいでいただきながら、でも強く進

めていかなければいけないというふうに思って

おります。 

○平 進介議長 12番、梅津善之議員。 

○１２番 梅津善之議員 実は私もその授業を一

番長く見させていただきました。子供たちが、

いや、ルールは守るべきだということと、もち

ろん、親が危篤なんだから早く病院に駆けつけ

るべき、多少ルールはという話と、もちろんそ

れは答えがない話でありまして、クラスの中で

も思い切ってその議論をしていた姿が今も忘れ

ることができなくて、ああ、こんな一生懸命生

き生きとルールは絶対守るんだなんていう子供

がいると、片一方で、いやいやいや、お父さん

が危篤なので、それは急いで多少スピード違反

をしても行くべきだなんていう考えのお子さん

と、お互い何でという話を先生が導いていらっ

しゃる。最後にルール違反をして、交通事故を

起こしてひどいことになるよりは、ちゃんとル

ールを守るほうがという後でのお話が一番最後

に先生からあって、子供たちはそれぞれいろん

な思いをその場でまた書いてという授業でした。

本当にいい授業だなと思って私も見させていた

だいたんです。生きてくために重要なこと、そ

して世の中でルールをどう考えるかということ

とさまざまな心の中の葛藤が多分みんな授業し

ている子供たちの中でもあったんだろうと私も

思って、いい授業だなと思って見させていただ

きました。ぜひ大切なこと、もちろん学校でテ

ストで頑張ることも大切なことなんでしょうけ

ども、人間として生きてくということを道徳の

教育の中で子供たちが学んでいくということが

すごく重要であることを本当に実感させられた

授業です。本当にいい授業だったなと思ってお

ります。 

 次に、新しい学校の教育についてということ

で、子供たちが学ぶ学校ということで書かせて

いただきました。教育新聞の記事に、大阪の大

空小学校の校長先生をなされてた木村泰子さん

の記事なんですが、教育改革ばかりひとり歩き

して、どんなに頑張っても成果や手応えを感じ

られない。そんな思いを抱きもがいている学校

や教員が多いのではないかと。みんなの学校と

いうことで、映画でも上映された学校の話です

けども、現場の教育改革に取り組んできた木村

校長先生の話です。学校は先生が教えるところ

ではなくて、子供たちが学ぶところだ。働き方

改革ばかり注目されていますが、本当に必要な

のは学び方改革ではないでしょうか。終わらな

い仕事を家に持ち帰って、見かけ上の勤務時間

を短くしても教員は苦しくなるだけでしょうと。

そんな時間ありきの改革よりも、子供が学べて

いるかどうかを考えることのほうが最も重要だ。

保護者対応であったり上からは学力を上げろと

言われる。その上、プログラミング教育や英語

教育もやれと言われ、そうこうしているうちに

学校に来られない子供もふえていると。既に学

校も教員も限界を超えていると。子供は何のた

めに学ぶのか、その目的がどこかに行ってしま

っている。現状を例えれば、栓をしていないた

るに次から次へと水が注ぎ込まれ、全部流れ出

ていってしまってる状況です。だから、働けど

働けど成果が見えない。こうした状況が学校が

ブラック企業と言っているゆえんではないかと

いうふうなお話でした。 

 義務教育でもちろん点数や学力、いわゆる見

える教育ももちろん必要だと私は思いますけど

も、本来、子供たちに学んで教えていかなけれ

ばならないことは、そういうことなんだろうな

とこの記事を読んで思ったところでした。 

 教育長には子供たちがこれからを学ぶ学校の

姿をちょっと考え方をお聞きしたいと思います。 
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○平 進介議長 土屋正人教育長。 

○土屋正人教育長 お答えを申し上げます。 

 今の大空小学校の校長先生、私も何度か著書

読んだりとかしております。 

 今、子供たちの学びの確立をしたいというふ

うに思って教育改革が進められている、文部科

学省が進めているということも、これも事実で

す。いわゆる解のない世界、これからあるわけ

で、それらの中で生きていく子供たちに生きる

力、生き抜く力をつけなければいけないという

ことで、今文部科学省が進めているのは、その

まさに学び手、みずから学ぶ、みずから課題を

見つけて解決していく、そういうふうな姿を求

めています。まずこれはご理解いただきたいと

いうふうに思います。 

 それから、どうしても数字のある見える学力

と、それから今のように学びの意欲っていうの

が対峙して考えられるようですけども、ある若

手の脳科学者が次のように言ってます。今の人

間形成の中で、まず一つはそういった情意的な

指導も必要であると。ただ、日本の教育の一番

すぐれているところは、実は小学校１年生から

中学校３年生までの各教科のカリキュラムが非

常に思考を促したりとか、それから言語能力を

つくったりとか、感性を磨いているというふう

なことで、仕組まれた非常にできた、ほかの国

とも比べても非常にできてるカリキュラムだと

いうふうなことなのです。これ私、体験的には

そう思います。ですから、どっちを選ぶのだで

はなくて、やはりそれをバランスよく、これ文

部科学省言ってますけども、調和的に育てるこ

とが大事だろうというふうに思っております。 

 それから、例えば工藤勇一先生が今、学校の

常識を変えたというふうなことで、いろんなこ

とをお話ししております。私は工藤先生の考え

方に非常に通じるところがあって、あっ、ここ

のところは私もちょっと南中でやってきたなと

いうふうなところもあるのですけども、今、工

藤先生は今の学習指導要領の領域の中の学校制

度の中でそういった実践を行っています。です

から、システムを変える、システムがこうあれ

ばよいということよりも、校長の主体性と、そ

れから確かな経営方針があれば、学校は変わる

というふうなことのあれは提言だというふうに

も思います。 

 そういう意味では、梅津議員がおっしゃった

学ぶ力、学びの復権という人もおりますけども、

そういったことに向けて、やはり校長先生がお

一人お一人課題を持って思い切った学校経営が

できるようにするというのが私の一番の仕事か

なというふうに思っているところです。まだ始

まったばかりですから、すぐに答えは出ないと

いうふうに思いますけども、少しそういったと

ころでも学校を見守っていただければありがた

いなというふうに思います。 

○平 進介議長 12番、梅津善之議員。 

○１２番 梅津善之議員 教育長、就任なされて

まだ間もないわけですので、ぜひ改革に挑んで

いただきたいと思いますし、見える学力ももち

ろん大切だと私も思っております。ただ、見え

ない学力という中に、これも木村泰子先生がお

っしゃってる４つあるんです。人を大切にする

力、自分の考えを持つ力、自分を表現する力、

さらにはチャレンジする力、これは全く数字や

なんかで見えない、まさに見えない学力なり力

だと私は思っておりますし、それと同時に見え

る力を向上していくことが、人間的にも、そし

て学力も伸びていく一つの考え方であるんだな

と思ったところでありますし、今回の学習指導

要領が、これも木村先生がおっしゃっておりま

す、最後のチャンスではないかと、学校教育を

変えていく最後のチャンスだ。なぜそういうふ

うにおっしゃってるかといえば、大空小学校に

は何といったらいいかな、さまざまな障がいを

持つ子供も一緒に学んでいるという、同じ普通

学級で学んでるという。なぜそういうことを実
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践したか。やっぱり違いがある子供たちをお互

いが理解し合いながら学び合っていくという姿

を既にこの学校ではやっていらっしゃるという

ことが多分いろんな学びの力になってるんだろ

うと私は想像します。 

 変わり目である学校教育をぜひ教育長には先

頭に立って改革をしていただきたいし、今まで

してきたことを全てだめだなんていうことを私、

申し上げませんが、さらにして新しい時代を踏

み出せる子供たちに育っていくのは何ぞやとい

うことを、教職員一丸となって考えていただき

たいし、それは地域とともに歩んでいくべきだ

と思いますが、教育長、いかがでしょうか。 

○平 進介議長 土屋正人教育長。 

○土屋正人教育長 今の４つの力ですけども、ま

さにこれは今教育改革で育てたいと思っている

その４つの力そのものです。 

 それから、木村先生がよくお話しした特別支

援、いわゆる特別支援の子供たちのかかわりと

いうふうなことでは、せっかく学校研究発表会

で南中学校が当たったわけですけども、その学

校については、かなり長いことから病弱学級が

あったり、肢体不自由児学級があったり、情緒

学級があったりというふうなこと、そのような

ことで交流も含めておりますし、今実際に例え

ば豊田小学校、米沢養護学校の初等部の子供た

ちとかかわっておりますけども、私、行事に出

て非常に感動します。米養の子供たちにみんな

で声援を送ったり、それから一緒に応援をした

り、あのかかわりがいわゆるインクルーシブ教

育ですし、違いをお互いに認め合う学校の一つ

の姿だというふうに思いますので、これまで培

ったそういった校風、それぞれの学校でお持ち

ですので、それを力にしながら、さらに今の学

習指導要領の実現に結びつけていきたいという

ふうに思っております。 

○平 進介議長 12番、梅津善之議員。 

○１２番 梅津善之議員 ぜひ教育長には先頭に

立って本市の教育、いいことは伸ばして、新し

い将来の10年後、20年後を支えていく人材の育

成に努めていただきたいものだと思いますし、

私自身もぜひ努力してまいりたいと思います。

ありがとうございました。 

 続きまして、これからの農業振興についてと

いうことで、農林課長にお伺いしたいと思いま

す。 

 まずは、多くの先生方がおっしゃってますけ

ども、今回の台風でまさに甚大な被害、住宅は

そうでしょうが、農業被害も惨たんたるもので

ございました。収穫したばっかりの稲が農舎ご

と水に流されてある現場ですとか、リンゴの畑

が無残にも土砂に流され、収穫間際にしたリン

ゴが収穫できないような状況にある映像であり

ますとか、本当に一緒に農業している自分とし

ても耐えられない思いだなということで映像を

見させていただきました。 

 私自身も稲刈り、まだ終わってなかったと思

いますが、一生懸命、もみすりを小屋の中で、

雨降りの中でしていたときに、夕方になってお

やじが、おまえ、あした水出たら、この小屋、

皆だめになんぜなんていう話をされました。私

は43年生まれですので、羽越水害はもちろん記

憶にもないし、生まれてないので、そのときは、

やっぱりうちも床下浸水から当時、畜舎あった

そうですけども、豚が逃げられなくて子豚が皆

溺れていたなんていう話をされましたので、現

実はそういうことを想像しながら大丈夫だなん

て自分で思い聞かせながら仕事をしたような気

がします。 

 これからの農業支援ということで、災害やい

ろんな天候に強い農業を目指していかなければ

いけないとは思いますけども、農家１軒では何

ともしがたいことがあるというのが農家として

の現状ではないかとしみじみと思ってるところ

でございます。 

 今回の農業振興についてということで、農林
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課長にお聞きしたいのは、今現在、土地改良が

西根地区、成田地区のほうで進められていると

思います。現在の米の受給調整はみずからがす

るという、国は転作については関与しないとい

う方針のもと、もう何年も過ぎてるわけですけ

ども、みずからが米の受給調整をしながら価格

維持をして産地形成をして努力していくという

ような形になっております。面的集約はできて

も、その中で農家がなりわいを立ててくために

は、必ずしも稲作だけでは通り過ぎれない問題

が多々あると思いますし、長きにわたっての土

地改良事業になるというふうなお話をお聞きし

ていますと、その間にも農家の高齢化であった

り、さまざまな問題が発生するような気がしま

すし、ぜひ土地改良事業とあわせて畑作物の導

入を促すような政策をしていっていただきたい

と思いまして、農林課長にお伺いしたいと思い

ます。 

 現在も当市が誘導しているスイカであります

とかエダマメ、さまざまな作物に誘導してると

思います。ぜひそのような作物も含めた中で、

導入を検討して、効率的な生産できるような生

産体系も含めてご指導いただきたいと思います

けども、農林課長にお聞きします。 

○平 進介議長 沼澤孝典農林課長。 

○沼澤孝典農林課長 お答えいたします。 

 まず、初めに、長井市の農業産出額の状況と

他市の状況をご紹介したいと思いますけれども、

長井市農業産出額でございますけれども、約42

億8,000万円ほど、これは29年度の数字でござ

いますけれども、その産出額でございます。う

ち米については56％、野菜13％、果樹７％、畜

産16％と続いていきます。 

 ちなみにちょっと庄内のほうですけども、鶴

岡市については、全国でも20位台でございまし

て、米どころというふうなイメージありますけ

れども、産出額が310億円、うち米が約45％、

野菜が33％と続いております。寒河江市、果樹

どころでございますけれども、産出額が100億

円、米が14％、野菜10％で果樹が68％ございま

す。ちなみにお隣、白鷹町でございますけれど

も、産出額については長井市とほぼ同じ42億円

になっています。米が15％でございますが、畜

産が40％、以下、野菜、花というふうに続いて

います。このように、産出額が多いとされてる

自治体については、水稲だけではなくて、ほか

の作物、畜産、花卉も含めてですけれども、そ

ういったところがバランスよく割合を占めてい

るのではないかなというふうに思っているとこ

ろです。 

 一般的に言われるところでは、いわゆる土地

利用型の場合ですと、農地の維持、多面的機能

の維持等々については非常に有効ですけれども、

面積当たりの収益については、当然少ないわけ

でございます。これに対しまして、高収益、野

菜も含めてでございますけれども、そういった

ところについては、多面的機能の維持にはちょ

っと不利ですけれども、所得向上には非常に大

きな効果を発揮するというような状況になりま

す。 

 したがいまして、議員ご指摘のとおり、園芸

作物も含めて、米以外の生産面積や出荷額の拡

大が長井市については課題と言えるというふう

に思います。 

 また、成田、草岡などの基盤整備事業では、

計画概要書を作成した上で実施するわけですけ

れども、その際には、県とか市で振興する作物、

あるいはその土地に適する高収益性の園芸作物

の導入を計画の中にしっかり盛り込まないと採

択にならないというような状況になってござい

ます。県でも出荷額の増大を目指しまして、園

芸作物の振興を重点に掲げており、園芸大国や

まがたなどを通じて支援を行っています。長井

市におきましても、議員ご指摘のとおり、バラ

ンスのよい農業出荷額、農業経営となってくよ

うに振興を図っていきたいというふうに考えて
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るところです。 

○平 進介議長 12番、梅津善之議員。 

○１２番 梅津善之議員 園芸作物の取り込みだ

と思いますが、まず、単純に導入しやすいのは

大豆ですよね。途中で収穫できるエダマメ等の

収穫も含めて、ある程度、機械的な確立がなさ

れている作物ではないかなと思っておりますし、

販売するにしてもＪＡさんも確立した販売体制

を持ってやっているというような状況もありま

すので、非常に導入しやすいんではないかなと

私は思っております。そういうさまざまな作物

を大量にやるとリスクが高過ぎるので、順繰り

土地改良してったところに全て稲作を作付する

のではなくて、適地適作を見据えながら、畑作

物の導入を促していくような状況をつくってほ

しいなと思って提案させていただいております。

もちろん生産者の中では積極的に施設園芸や畑

作物に取り組んでおられる方もいらっしゃいま

すので、その辺をぜひモデルにしていただいて

導入を進めていただければ、本市の特産物にな

ったりすることが必ずあると思っておりますの

で、ぜひ導入をお願いしたいものだと思います

し、今計画されてるものがあるということであ

りますので、ぜひそれを後押しするような施策

を一緒になってやっていければなと思っており

ます。 

 ②の先進技術の導入をモデル事業でというこ

とで書かせていただきました。ＧＰＳ機能が今

後ますます普及するという形が、私にとっては

夢のような時代ですよね。今、稲作の防除をラ

ジコンヘリでやってる地区が多々あると思いま

すけども、これをドローンで、さらには画像処

理までできて、この辺にはちょっと虫がたくさ

んいるとか、この辺はちょっと肥料が少ないん

でないかとか瞬時的に判断できるような精度の

高いものがもはや出ておりますし、報道等でも

なされております。さらには今回、土地改良す

るところではかんがい用水の考え方が以前とは

全く違うスタイルだというふうにお聞きしてお

りますので、地下かんがいを利用すれば、畑作

物なんかの栽培は非常に手間が省けたりいいも

のができたりするような可能性を秘めてるので

はないかなと思っております。ぜひモデル事業

でいろんな機器の導入であったり、高性能で効

率的な作業ができることを先導できるような事

業を持ってきていただくような取り組みなどを

ぜひ考えていただきたいと思いますけども、農

林課長はいかがお考えですか。 

○平 進介議長 沼澤孝典農林課長。 

○沼澤孝典農林課長 お答えいたします。 

 議員のお話にありましたように、大区画の造

成も含めまして、今行われております基盤整備

事業につきましては、集積や集約をどんどん進

めるためにというふうなこともございますが、

効率、収益性を高めるために大区画の圃場の整

備をどんどん進めております。しばらくすれば

長井市でも１経営体当たりの経営面積、大きい

ところでは数十ヘクタール単位が当たり前にな

ってくるのではないかというふうに思っている

ところです。 

 そういった状況も踏まえまして、農作業機械

についても大きい区画を効率よく耕作するとい

うふうなことで、お話にありましたように、Ｇ

ＰＳと自動操縦を組み合わせたトラクター、あ

るいは１辺が200メートルを超える水田も当た

り前になってきていますので、すぐ進めるよう

に進路調整機能を備えた田植え機、さらには収

穫機なども既に実用化されております。ただ、

導入に当たりましては、そういった機械の能力

を最大限に導入するにはというふうなことで、

やはり集約団地化、さらには経営の規模も整え

ておく必要があるんではないかというふうにな

ります。ご提言にありましたように、意欲ある

経営体の方には地域を牽引するリーダーという

ようなことで、ぜひモデルになっていただくよ

うな支援、取り組みが必要というふうに考えて
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おります。 

○平 進介議長 12番、梅津善之議員。 

○１２番 梅津善之議員 時間ないんですけども、

きょうみたいなすごく天気のいい日に農家とし

ては非常に気もめる話で、豆の収穫がまだな私

は自動運転に早くなっていただけるとありがた

いなと思っております。 

 以上で質問を終わります。ありがとうござい

ました。 

 

 

 鈴木 裕議員の質問 

 

 

○平 進介議長 次に、順位９番、議席番号４番、

鈴木 裕議員。 

  （４番鈴木 裕議員登壇） 

○４番 鈴木 裕議員 一般質問２日目、４番目

の清和長井の鈴木でございます。議員になりま

して３回目の質問となりますが、まだまだふな

れですので、どうかよろしくお願いいたします。 

 ９月９日の台風15号は、神奈川県、千葉県に、

そして10月12日の台風19号は、東日本に来襲し、

前者では房総が暴風となり、後者では関東、信

州、東北地域が豪雨によりまれに見る甚大なる

被害を受けました。土砂崩れによる災害、突風、

暴風による建物損壊、そして洪水、冠水による

被害は過去に例を見ない大規模なもので、これ

らの台風は多くのたっとい人命を奪うとともに、

住宅などの私有財産を損壊し、米や果樹などの

農作物にも多大な被害を及ぼしました。 

 台風15号が直撃した千葉県南房総では、その

すさまじい暴風により、まちなかの電柱や看板

はおろか、構造的には風速50メートルにも耐え

られるという東京電力の高圧送電線の鉄塔や、

また、ゴルフ練習場の支柱が倒壊し、多くの住

宅が壊れたり屋根が吹き飛ばされるなどの大き

な被害がありました。その影響で、停電は神奈

川県、千葉県中心に93万戸にものぼり、南房総

では２週間経過後も停電が復旧できない地域が

あるなど、その台風の強さと猛威に非常に驚か

されたところです。そして、停電のために断水

が続き、エアコンも使えず、闇夜の生活を長期

にわたり強いられた方々には、大変心が痛みま

す。 

 一方、東日本全域を襲った台風19号は、風の

強さ、降雨量、規模の大きさにおいて近年にお

いてまれに見る大型のものであり、長野県千曲

川流域、福島、宮城両県の阿武隈川流域では、

大規模な浸水被害が発生、堤防の決壊は７県71

河川140カ所で、土砂災害も20都道府県で884カ

所あったとの報道がありました。総務省消防庁

によりますと、住宅被害は８万7,896棟にのぼ

り、報道各社による死者数は90人を超えていま

す。 

 地球温暖化現象と言われ久しくなりますが、

異常気象は頻繁に発生するようになってきてお

り、天災はいつ来てもおかしくない時代という

ことをこの台風で改めて認識させられました。

被災されました方には心よりお見舞い申し上げ

ますとともに、不運にして亡くなられた方には、

衷心よりご冥福をお祈りしたいと思います。 

 さて、今回の質問ですが、安心・安全なまち

づくりの視点から、２項目お伺いしたいと思い

ます。 

 まず、１項目めの質問ですが、このたびの台

風19号の被災に対する長井市の危機管理と防災

体制についてであります。 

 この質問について、既に質問された議員もい

らっしゃいますし、私を含め８人の議員が同様

な質問を予定しておりますので、重複してると

ころはどうかご容赦願いたいと思います。 

 長井市では、災害時に市民へ迅速に緊急避難

情報を伝達するために、平成29年度に希望する

市民に防災ラジオを配付し、おらんだラジオの

ＦＭ電波を活用して災害時に避難のための緊急


